
第16回 北公民館第16回 北公民館

　暑さに苦戦しながら、日々
取材と編集に励んでいます。
　８月は伊勢崎の夏を熱く盛
り上げる祭りが各地区で開催
されます。長時間にわたる夏
祭りの取材は、暑さとの戦い
のため体力勝負になります。
　年を取ると、のどの渇きを
感じることが鈍くなるとのこ
と。取材前日は十分な睡眠を
取り、当日は熱中症にならな
いように、のどの渇きを感じ
る前に小まめに水分と塩分を
取ろうと思います。
　まだまだ暑い日が続きます。
皆さんも夏バテと熱中症に十
分注意してください。　（す）

●活動状況は？
▶月4回程度
●活動場所は？
▶北公民館
●メンバーは？
▶5人

　油絵というと、難しいという印象を持つ人もいるかもしれま
せんが、実際はそんなことはありません。間違えても上塗りし
て修正ができるので、失敗を気にせず取り組めます。２、３カ
月かけて１枚の絵を描き、年間２、３枚の絵を制作しています。
先生は教え方がとてもうまく、初めての人でも分かりやすく油
絵を学ぶことができます。年に数回、屋外へスケッチに出かけ
るのも、楽しみの一つです。

サークル名 	 油絵サークル桂
かつら

会

田島弥平旧宅物語

世界遺産候補 
富岡製糸場と絹産業遺産群

問い合わせ
●文化財保護課（☎63－3636）
●田島弥平旧宅案内所（☎61－5924）
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毎

月
1

日
・

1
6

日
発

行

３
年
）に
建
て
ら
れ
た
主
屋
だ
け

で
、
今
年
で
築
１
５
０
年
を
迎
え

ま
す
。
間
口
25
・
４
メ
ー
ト
ル
、

奥
行
き
９
・
４
メ
ー
ト
ル
で
、
市

内
に
残
る
養
蚕
農
家
の
中
で
も
規

模
の
大
き
い
も
の
で
す
。
１
階
は

住
居
、
２
階
は
仕
切
り
の
な
い
一ひ

と

間ま

の
蚕
室
と
し
て
使
用
し
て
い
ま

し
た
。
２
階
の
北
東
の
隅
に
は
、

蚕
の
病
気
の
検
査
を
行
っ
た
顕
微

鏡
室
が
今
も
残
っ
て
い
ま
す
。
主

屋
２
階
の
東
側
に
は
渡
り
廊
下
の

一
部
が
残
っ
て
お
り
、
こ
れ
は
隣

に
建
っ
て
い
た
新
蚕
室
の
２
階
に

つ
な
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

新
蚕
室
の
南
側
に
あ
っ
た
香
月

楼
は
、
弥
平
が
安
政
３
年（
１
８

５
６
年
）か
ら
５
年
に
か
け
て
改

良
を
加
え
た
最
初
の
蚕
室
だ
っ
た

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

▶

主屋のやぐら内部
幅約１．８ｍ、高さ約２ｍあ
り、大人がスムーズに歩け
る広さがある。

▶明治19年頃
　の写真
東側から撮影
されたもの。
今はない新蚕
室を右に、香
月楼を左に確
認できる。新
蚕室の奥に見
える建物が主
屋。

やぐら

北側南側

1階住居

換気
2階蚕室

蚕室の換気の仕組み

　

田
島
弥
平
旧
宅
の
敷
地
に
は
、

か
つ
て
主お

も
や屋

、
新し

ん
さ
ん
し
つ

蚕
室
、
香こ

う
げ
つ
ろ
う

月
楼

の
３
棟
の
蚕
室
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
物
は
瓦
ぶ
き
屋
根
の

２
階
建
て
で
、
２
階
の
４
面
の
壁

を
窓
に
し
て
、
屋
根
上
に
や
ぐ
ら

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し
た
。「
気き

抜ぬ

き
窓ま

ど

」「
越こ

し
や
ね

屋
根
」な
ど

の
呼
び
名
が
あ
る
や
ぐ
ら

は
、
田
島
弥
平
が
考
案
し

た
蚕
室
の
最
大
の
特
徴
で

す
。
や
ぐ
ら
は
、
換
気
装

置
と
し
て
の
役
割
を
担
い

ま
し
た
。
や
ぐ
ら
に
あ
る

窓
と
２
階
の
窓
を
開
閉
し
、

空
気
を
循
環
さ
せ
る
こ
と

で
、
蚕
室
の
温
度
や
湿
度

を
管
理
し
ま
し
た
。

　

現
在
残
っ
て
い
る
蚕
室

は
、
文
久
３
年（
１
８
６

香月楼

新蚕室主屋

P2-3 命をつなぐ
最前線

2013年（平成25年）●あなたと市政をつなぐ情報紙●

P4 寺泊シーサイドマラソン大会バスツアー 参加者募集
P5 市民提案型協働まちづくり支援制度 支援事業が決定
P6 親子ふれあい読書新聞作品募集
P7 こころの講演会を開催します

広報 No.207

8月1日号

主な内容 表紙写真：緊急処置訓練に当たるD
デ ィ ー マ ッ ト

MAT
7月10日、災害派遣医療チーム（DMAT）
と市消防本部の連携強化のための災害救
護訓練が実施されました。負傷の程度が重
い順に、赤、黄、緑のゾーンに次々と運ば
れてくる負傷者に対し、DMATの医師や看
護師らが緊急処置を施しました。

2013年（平成25年）8月1日号 16



傷
の
程
度
に
応
じ
て
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
の

医
師
ら
が
緊
急
処
置
に
当
た
り
ま

し
た
。

　

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
は
主
に
災
害
現
場
な

ど
で
、
迅
速
に
、
機
動
力
を
も
っ

て
医
療
活
動
が
で
き
る
医
療
チ
ー

ム
で
す
。
市
内
に
は
現
在
、
伊
勢

崎
市
民
病
院
に
２
チ
ー
ム
、
伊
勢

崎
佐
波
医
師
会
病
院
に
１
チ
ー
ム
の

Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
あ
り
ま
す
。
今
回
初

め
て
、
両
病
院
の
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
が
合

同
で
災
害
救
護
訓
練
を
行
い
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
チ
ー
ム

の
連
携
を
確
認
し
ま
し
た
。

命をつなぐ最前線

2013年（平成25年）8月1日号 2

　「
群
馬
県
東
部
で
大
規
模
な
地

震
が
発
生
し
た
。
本
市
中
心
部
で

は
震
度
６
強
を
記
録
し
、
多
く
の

建
物
が
倒
壊
し
た
。
伊
勢
崎
市
消

防
本
部
は
、
高
層
建
物
の
一
部
が

倒
壊
し
た
災
害
現
場
へ
出
動
。
多

数
の
傷
病
者
を
確
認
し
た
た
め
、

伊
勢
崎
佐
波
医
師
会
病
院
と
伊
勢

崎
市
民
病
院
の
災
害
派
遣
医
療
チ

ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）の
出
動
を
要
請

し
た

│
│

」（
伊
勢
崎
市
３
病
院
合

同
災
害
救
護
訓
練
の
シ
ナ
リ
オ
）

　

７
月
10
日
、
旧
伊
勢
崎
福
島
病

院（
大
手
町
）を
会
場
に
、
災
害
派

遣
医
療
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
）と
消

防
の
連
携
強
化
の
た
め
の
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、

伊
勢
崎
市
消
防
本
部
お
よ
び
伊
勢

崎
市
民
病
院
、
伊
勢
崎
佐
波
医
師

会
病
院
、
伊
勢
崎
福
島
病
院
の
３

病
院
と
、
大
手
町
三
区
住
民
の
皆

さ
ん
。
訓
練
で
は
、
建
物
内
に
残

さ
れ
た
負
傷
者
を
消
防
隊
員
が
救

助
・
救
出
し
、
次
々
と
搬
送
。
負

震
が
起
き
た

当
日
に
病
院
を
出
て

行
っ
て
、
福
島
県
と
宮
城

県
で
、
い
ず
れ
も
人
手
が
足
り
な

く
な
っ
た
病
院
の
支
援
と
い
う
形

で
活
動
し
て
き
ま
し
た
。
災
害
に

よ
る
け
が
だ
け
で
な
く
、
日
常
生

活
で
普
段
と
は
ま
っ
た
く
違
う
環

境
に
お
か
れ
て
体
調
を
崩
し
て
し

ま
う
人
も
い
る
。
普
段
以
上
に
医

療
の
ニ
ー
ズ
っ
て
高
く
な
っ
て
る

ん
で
す
よ
。
そ
う
い
う
と
き
こ
そ

病
院
っ
て
頼
ら
れ
る
と
こ
ろ
な
ん

だ
な
と
実
感
し
ま
し
た
。

　
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災

害
で
す
が
、
起
こ
っ
た
と
き
に
は

必
ず
病
院
は
頼
り
に
さ
れ
ま
す
。

そ
の
と
き
に
役
に
立
て
れ
ば
と
思

っ
て
や
っ
て
い
る
の
が
、
や
り
が

い
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
、

現
場
で
す
ぐ
に
医
療
行
為
を
始
め

な
い
と
命
の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る

人
が
い
る
。
そ
の
現
場
で
命
の
火

を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
チ
ー
ム

が
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
で
す
。

　
阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
は
、
死

者
が
６
千
人
以
上
出
ま
し
た
が
、

５
０
０
人
く
ら
い
の
人
は
、
負
傷

し
た
初
期
に
正
し
い
治
療
が
で
き

て
い
れ
ば
、
亡
く
な
ら
ず
に
済
ん

だ
で
あ
ろ
う
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
の
災
害
に
対
し
て
、
救
急
医

療
を
ど
の
よ
う
に
組
織
的
に
展
開

し
て
い
く
か
。
地
域
で
災
害
が
起

き
た
と
き
に
、
現
場
に
行
っ
て
医

療
を
す
る
と
い
う
発
想
は
以
前
か

ら
あ
っ
て
、
そ
れ
を
国
全
体
の
体

制
と
し
て
立
ち
上
げ
た
ん
で
す
。

　
東
日
本
大
震
災
の
と
き
は
、
地

命
を
つ
な
ぐ
最
前
線

３
病
院
合
同
災
害
救
護
訓
練
か
ら 

Ｄデ
ィ
ー
マ
ッ
ト

Ｍ
Ａ
Ｔ
の
活
躍
に
迫
る

問
い
合
わ
せ
　
市
民
病
院
企
画
財
政
課（
☎

（25）
５
０
２
２
）

Disaster
Medical
Assistant
Team

Interview
インタビュー

い
つ
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
災
害

そ
の
と
き
に
役
に
立
ち
た
い

❶訓練開始前、円陣を組んで気合を入
れるDMATの隊員／❷要請を受け出動
したDMATの隊員が医療活動を開始／
❸負傷者の情報を整理しながら、各現
場と無線でやり取りを行う／❹緊急処
置が済んだ負傷者を救急車で搬送

　今回、初めて実動訓練に参加しまし
た。実際にやってみないと分からない
ことがすごくたくさんあって、勉強に
なりました。災害が起きたときのこと
を考えると、訓練を重ねていくことっ
て大事だなと思いました。今回の訓練

を機に、反省点と、できたところとをみんなで確認して、今
後の活動に生かしていきたいです。これからもいろいろな訓
練に参加して、ＤＭＡＴのチームメンバーや、消防の皆さん、
伊勢崎佐波医師会病院のＤＭＡＴの皆さんと、連携を取り合
いながら、お互いの力をより高め合っていけるように、日々
がんばっていきたいなと思いました。

　実際に患者さんが来ると、緊張して
想定したとおりにはなかなか進みませ
んでした。至らなかったところがよく
分かったので、非常に有意義な訓練だっ
たと思います。現場には患者さんがた
くさん来て、時々刻々、状態が急激に
変化してくるので、それに対応しなければいけません。私は
リーダー役だったので、今回は患者さんの対応をほかの人に
任せて、適切に人員配置を行い、現場をマネジメントしなけ
ればいけなかったので、そこが大変でしたね。伊勢崎市のみ
ならず、群馬県の、または全国で起こった災害に対して、対
応できるように日々精進していきたいと思います。

緊迫した状況の中、お互いに声を掛け
合い、手際よく負傷者の処置に当たる
DMATの隊員。

❹

❷

❸

❶

▲訓練に参加した伊勢崎市民病院DMAT（左）と伊勢崎佐波医師会病院DMAT
（右）の皆さん

東
日
本
大
震
災
で 

被
災
地
で
の
医
療
活
動
に
出
動
し
た

伊
勢
崎
市
民
病
院
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
　
医
師
　
片か
た
や
ま山 

和か
ず
ひ
さ久 

さ
ん

伊勢崎市民病院ＤＭＡＴ
看護師　本

ほ ん だ
多 歩

あ ゆ み
美 さん

伊勢崎佐波医師会病院ＤＭＡＴ
医師　中

なかつか
塚 栄

え い じ
二 さん

 訓練を
  終えて

広報いせさき3



１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
１
２
３

　

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
提
案
で

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
制
度
で
す
。
本
年
度
、
採
択

さ
れ
た
四
つ
の
団
体（
い
せ
さ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会
、
親
子
サ
ー
ク
ル
き
ら
き

ら
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お
、
み
ち
く
さ
塾
）の
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

市
民
活
動
課（
☎

（61）
６
７
１
２
）

バ
ス
ツ
ア
ー

期
日　

10
月
19
日（
土
）・20
日（
日
）

の
１
泊
２
日

※
19
日
午
後
０
時
30
分
に
市
役
所

を
出
発
す
る
予
定
で
す

行
程　

市
役
所
→
市
臨
海
学
校

（
宿
泊
）→
寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ

ソ
ン
大
会
→
魚
の
市
場
通
り
→
市

役
所

※
移
動
に
は
市
有
バ
ス
を
使
い
ま

す※
宿
泊
は
、
男
女
別
で
相
部
屋
で

す対
象　

市
内
に
在
住
の
小
学
生
以

必
要
な
ほ
か
、
食
費
な
ど
が
別
途

必
要
で
す
。

【
マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
料
】

●
18
歳
以
上
の
人
＝
４
０
０
０
円

●
高
校
生
＝
２
０
０
０
円

●
中
学
生
＝
１
０
０
０
円

●
小
学
５
・
６
年
生
＝
５
０
０
円

●
小
学
１
年
生
か
ら
４
年
生
と
保

護
者
の
ペ
ア
＝
２
０
０
０
円

【
臨
海
学
校
の
宿
泊
費
】

●
18
歳
以
上
の
人
＝
１
０
５
０
円

●
高
校
生
・
中
学
生
＝
７
３
０
円

●
小
学
生
＝
５
２
０
円

注
意
事
項

●
付
き
添
い
な
ど
で
マ
ラ
ソ
ン
大

会
に
参
加
し
な
い
人
は
、
バ
ス
ツ

ア
ー
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん

●
小
・
中
学
生
が
申
し
込
む
場
合

は
、
必
ず
保
護
者
も
申
し
込
ん
で

い
せ
さ
き
Ｎ
Ｐ
Ｏ
協
議
会

●
ま
ち
づ
く
り
通
信

　

紙
媒
体
を
使
っ
て
、
市
内
の
市

民
活
動
や
イ
ベ
ン
ト
の
情
報
を
発

信
し
た
り
、
市
民
団
体
の
会
員
募

集
な
ど
の
情
報
交
換
の
場
を
提
供

し
た
り
し
ま
す
。
そ
れ
ら
の
情
報

を
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と

連
動
さ
せ
、
さ
ら
な
る
発
展
を
目

指
し
ま
す
。

親
子
サ
ー
ク
ル
き
ら
き
ら

●
き
ら
き
ら
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　

子
育
て
中
の
保
護
者
が
子
ど
も

と
一
緒
に
楽
し
め
る
、
母
親
主
体

の
親
子
サ
ー
ク
ル
が
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
も
ら

う
た
め
の
イ

ベ
ン
ト
で
す
。

親
子
サ
ー
ク

ル
の
活
動
が

広
が
る
、
き

っ
か
け
を
つ

く
り
ま
す
。

上
で
、
寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
参
加
で
き
る
人

定
員　

70
人（
抽
選
）

申
し
込
み　

は
が
き
に
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
生
年
月
日
・
性
別
・

電
話
番
号
・
出
場
す
る
種
目
を
記

入
し
て
企
画
調
整
課
へ

宛
先　

〒
３
７
２
―
８
５
０
１

（
住
所
不
要
）　

市
役
所
企
画
調
整

課「
寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン

大
会
バ
ス
ツ
ア
ー
係
」

※
は
が
き
１
枚
に
つ
き
、
１
人
申

し
込
み
で
き
ま
す
。
同
居
の
家
族

で
申
し
込
む
場
合
は
、
は
が
き
１

枚
で
４
人
ま
で
申
し
込
み
で
き
ま

す締
切
日　

８
月
23
日（
金
）必
着

寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会

期
日　

10
月
20
日（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　

寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
コ
ー
ス

（
新
潟
県
長
岡
市
）

種
目
・
対
象

●
ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
＝
18
歳
以
上

く
だ
さ
い

●
バ
ス
ツ
ア
ー
参
加
者
の
マ
ラ
ソ

ン
大
会
の
申
し
込
み
は
、
市
が
行

い
ま
す
。
個
人
で
は
申
し
込
ま
な

い
で
く
だ
さ
い

●
９
月
10
日（
火
）午
後
６
時
30
分

か
ら
バ
ス
ツ
ア
ー
の
説
明
会
を
行

い
ま
す
。
抽
選
結
果
と
説
明
会
の

詳
細
は
個
人
宛
て
に
通
知
し
ま
す

の
男
女

※
高
校
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん

●
10
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
高
校
生
以

上
の
男
子
、
18
歳
以
上
の
女
子

※
高
校
生
女
子
は
参
加
で
き
ま
せ

ん●
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
中
学
生
以

上
の
男
子
、
高
校
生
以
上
の
女
子

●
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
＝
小
学
１
年

生
か
ら
４
年
生
と
保
護
者
の
ペ
ア
、

小
学
５
・
６
年
生
、
中
学
生
女
子

ゲ
ス
ト
ラ
ン
ナ
ー　

有
森
裕
子
さ

ん
、
伊
東
博
美
さ
ん

問
い
合
わ
せ　

寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド

マ
ラ
ソ
ン
大
会
実
行
委
員
会
事
務

局（
☎
０
２
５
８
―
７
５
―
３
１

１
１
）

※
詳
細
は
大
会
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ（
URLhttp://terado

m
ariseaside-m

arathon.jp

）

で
確
認
し
て
く
だ
さ
い

参
加
料

　

マ
ラ
ソ
ン
大
会
の
参
加
料
と
、

市
臨
海
学
校
の
宿
泊
費
の
両
方
が

●
異
年
齢
交
流
会

　

市
内
の
福
祉
施
設
を
訪
問
し
て
、

施
設
利
用
者
と
一
緒
に
歌
を
歌
っ

た
り
、
手
遊
び
や
お
し
ゃ
べ
り
を

し
た
り
し
て
ふ
れ
あ
い
ま
す
。

●
い
ち
ご
狩
り
ツ
ア
ー

　

参
加
者
を
募
り
、
い
ち
ご
狩
り

ツ
ア
ー
を
実
施
し
ま
す
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
が
お

●
地
域
と
生
き
る

　

音
楽
療
法
、
押
し
花
教
室
、
親

子
遠
足
な
ど
を
行
い
、
心
身
障
害

者
が
地
域
の
中
で
生
き
ら
れ
る
環

境
づ
く
り
を
し
ま
す
。

み
ち
く
さ
塾

●
目
指
せ
！
世
界
遺
産
の
伊
勢
崎
市

　

世
界
遺
産
候
補「
富
岡
製
糸
場

と
絹
産
業
遺
産
群
」の
構
成
資
産

の
一
つ
、
田
島
弥
平
旧
宅
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト「
田

島
弥
平
旧
宅
の
見
学
＆
サ
ー
ク
ル

活
動
の
発
表
」を
開
催
し
ま
す
。

　

本
市
の
友
好
親
善
都
市
で
あ
る
新
潟
県
長
岡
市
寺
泊
地
域
で
開
催
さ
れ
る
、
寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会

参
加
の
た
め
の
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開
催
し
ま
す
。
爽
や
か
な
潮
風
に
吹
か
れ
な
が
ら
、
日
本
海
の
眺
め
を
満
喫
で
き

る
海
岸
沿
い
を
走
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
大
会
に
参
加
し
た
後
は
、
寺
泊
魚
の
市
場
通
り
を
訪
れ
、
買
い
物
を
楽
し

み
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

企
画
調
整
課（
☎

（27）
２
７
０
７
）

市職員を募集します（第２次募集）

市
民
提
案
型
協
働
ま
ち
づ
く
り
支
援
制
度

本
年
度
の
支
援
事
業
が
決
定
し
ま
し
た

寺
泊
シ
ー
サ
イ
ド
マ
ラ
ソ
ン
大
会
バ
ス
ツ
ア
ー 

参
加
者
募
集

WC

WC

10km関門

5km・15km関門

ハーフ
折り返し点

10km折り返し点

5km折り返し点

2km折り返し点

魚の市場通り

長岡市寺泊支所 寺泊中学校
寺泊駅

金山
海水浴場

日本海

桐原駅

小島谷駅

妙法寺駅

出雲崎駅

J
R
越
後
線

２
㎞

コ
ー
ス

５
㎞
コ
ー
ス

10
㎞
コ
ー
ス

ハ
ー
フ
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー
ス

402

スタート
フィニッシュ

コースマップ

N

高低差19m

11
（km）

10 9 8 7 6 5 4 3 2 1スタート
フィニッシュ

10km折り返し点ハーフ折り返し点 5km折り返し点

高低図

給水ポイント

WC トイレ

【試験案内・申込書の配布】
●窓口で入手
　①、④＝職員課・各支所庶務課
　②＝学校教育課・各支所庶務課
　③＝消防本部総務課
●市ホームページからダウンロード
●郵送で請求　封筒に受験する試験区分を朱書きし、120

円分の切手を貼った返信用封筒（A4判が入るサイズ）を入
れ、右記まで郵送してください。

【申し込み・問い合わせ】
　申込受付期間内に、本人が申込書を提出してください。都
合により本人が直接提出できない場合は、代理人または郵送
による提出も受け付けます。
時間　午前８時30分～午後５時15分
提出先
　①、④＝職員課（☎27－2705、〒372－8501　（住所

不要）　市役所職員課）
　②＝学校教育課（☎27－2788、〒372－8501　（住所

不要）　市役所学校教育課）
　③＝消防本部総務課（☎25－3511、〒372－0031　
　　今泉町二丁目895　消防本部総務課）

番号 試験区分 募集人数 受験資格 年齢要件 試験案内配布
および申込受付 試験日

①

事務Ⅱ ４人程度
学歴など資格は問いません

 
※大卒および大卒見込み、４年制大学在  
学中の人は応募できません

平成元年４月２日から
平成８年４月１日までに
生まれた人

８月１日（木）から
16日（金）まで

 ※土・日曜日は
 除きます

●１次試験日
９月22日（日）

●２次試験日
10月下旬〜
11月上旬

※保育士は上
記に加え、実
技試験を実施
します

社会福祉士 ２人程度
「社会福祉士及び介護福祉士法」に基づく、
社会福祉士の資格を有する人または採用時
までに取得見込みの人

昭和52年４月２日から
平成４年４月１日までに
生まれた人

保育士 ２人程度 保育士の資格を有する人または採用時まで
に取得見込みの人

昭和59年４月２日以降
に生まれた人

② 幼稚園教諭 ２人程度 幼稚園教諭の資格を有する人または採用時
までに取得見込みの人

昭和59年４月２日以降
に生まれた人

③

消防職Ⅰ ８人程度 学歴など資格は問いません
昭和60年４月２日から
平成４年４月１日までに
生まれた人

消防職Ⅱ ６人程度
学歴など資格は問いません

 
※大卒および大卒見込み、４年制大学在  
学中の人は応募できません

平成元年４月２日から
平成８年４月１日までに
生まれた人

④
事務Ⅲ

（身体障害者
を対象）

２人程度

学歴など資格は問いません。ただし、身体
障害者手帳の交付を受けている人で、自力
による通勤ができ、介助なしに職務が遂行
できる人。また、活字印刷による筆記試験
と口述による面接試験に対応できる人

昭和29年４月２日から
平成８年４月１日までに
生まれた人

９月２日（月）から
13日（金）まで
 ※土・日曜日は
 除きます

●１次試験日
10月20日（日）
●２次試験日
11月上旬

※第１次募集または市民病院職員採用試験を受験した人は、第２次募集の受験はできません

日本海沿いを走るコース

毎年多くの人が参加します

募集内容一覧

絵本の読み聞かせ
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N

前橋市

安堀河川公園

竜宮浄水場

県道前橋・館林線

龍宮橋

伊勢崎
オートレース場

広
瀬
川

JR両毛線

安堀涵養地

位置図

オートレース場東

宮子大橋
北部
環状
線

１
２
３
４
５
６
７
８
９
10
１
２
３

　

近
年
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
安
定
供
給
や
地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
・
促
進
の
必
要
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
太
陽

エ
ネ
ル
ギ
ー
が
豊
か
な
本
市
の
特
性
を
生
か
し
、
市
と
事
業
者
と
の
協
働

で
、
水
道
用
地
を
活
用
し
た
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業
を
行
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

水
道
局
総
務
課（
☎

（30）
１
２
３
０
）

　

あ
な
た
の
周
り
で
心
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
人
は
い
ま
せ
ん
か
？

　

目
ま
ぐ
る
し
く
変
化
す
る
社
会
情
勢
や
人
間
関
係
な
ど
で
、
心
の
不
調

を
訴
え
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
の
多
い
現
代
社
会
で
は
、
自

ら
命
を
絶
つ
人
も
い
ま
す
。
か
け
が
え
の
な
い
命
を
救
う
た
め
に
、
私
た

ち
が
で
き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ　

健
康
づ
く
り
課（
☎

（27）
２
７
４
６
）

親
子
ふ
れ
あ
い
読
書
新
聞
作
品
募
集

不
育
症
を
ご
存
じ
で
す
か

　

読
書
に
関
す
る
こ
と
を
新
聞
の
よ
う
に
ま
と
め
た
、
読
書
新
聞
を
募
集

し
ま
す
。
今
ま
で
家
庭
で
取
り
組
ん
で
き
た
読
書
活
動
や
家
族
の
お
薦
め

の
本
の
紹
介
な
ど
を
題
材
に
、
こ
の
夏
、
親
子
で
読
書
新
聞
を
作
っ
て
み

ま
せ
ん
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

　

不
育
症
は
、
妊
娠
を
し
て
も
流
産
や
死
産
、
生
後
１
週
間
以
内
で
新
生

児
が
死
亡
し
て
し
ま
う
こ
と
な
ど
を
繰
り
返
す
状
態
の
こ
と
で
す
。
全
国

で
約
１
４
０
万
人
の
女
性
が
経
験
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
適

切
な
治
療
に
よ
り
、
多
く
の
人
が
出
産
で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７
５
）

事
業
の
概
要

事
業
用
地　

安
堀
涵
養
地（
安
堀

町
１
６
２
８
―
１
ほ
か
16
筆
）

貸
付
面
積　

５
万
７
０
９
６
平
方

メ
ー
ト
ル

想
定
出
力
規
模　

２
メ
ガ
ワ
ッ
ト

以
上

運
営
事
業
者
の
募
集

　

水
道
局
が
保
有
す
る
土
地
を
有

償
で
貸
し
ま
す
の
で
、
自
ら
事
業

主
体
と
な
っ
て
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発

電
事
業
を
運
営
で
き
る
事
業
者
を

募
集
し
ま
す
。

　

事
業
の
運
営
に
必
要
な
経
費
は
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
固
定
価

格
買
取
制
度
を
利
用
し
た
売
電
収

入
か
ら
、
運
営
事
業
者
が
賄
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。

事
業
内
容　

事
業
の
企
画
、
資
金

調
達
、
設
計
、
建
設
、
管
理
運
営
、

事
業
終
了
後
の
撤
去
、
土
地
の
維

自
殺
を
考
え
た
人
は
２
割

　

自
殺
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
が

原
因
で
落
ち
込
ん
だ
り
周
囲
か
ら

孤
立
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
追
い

込
ま
れ
た
末
に
起
こ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
内
閣
府
の
自
殺
対

策
に
関
す
る
意
識
調
査
で
は
、

23
・
４
パ
ー
セ
ン
ト
の
人
が
自
殺

を
考
え
た
こ
と
が
あ
る
と
回
答

し
、
60
歳
未
満
で
は
４
人
に
１
人

が
本
気
で
自
殺
を
考
え
た
こ
と
が

あ
る
と
答
え
て
い
ま
す
。

自
殺
を
思
い
と
ど
ま
る
た
め
に

　

自
殺
を
考
え
て
か
ら
そ
の
苦
し

み
を
ど
の
よ
う
に
乗
り
越
え
た
か

に
つ
い
て
は
、
家
族
や
友
人
な
ど

身
近
な
人
に
悩
み
を
聞
い
て
も
ら

っ
た
と
い
う
答
え
が
38
・
8
パ
ー

セ
ン
ト
と
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
学
・

在
園
し
て
い
る
子
ど
も
が
い
る
家

族応
募
規
定　

四
つ
切
り
の
白
画
用

紙（
３
８
２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
×
５
４

２
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）を
縦
に
使
用

し
、「
○
○
新
聞
」と
い
う
タ
イ
ト

ル
を
必
ず
入
れ
て
く
だ
さ
い
。
縦

書
き
、
横
書
き
の
ど
ち
ら
で
も
自

由
で
す
。
家
族
の
共
同
作
業
に
よ

る
手
書
き
で
、
一
枚
に
ま
と
め
て

く
だ
さ
い
。
写
真
な
ど
も
使
用
で

き
ま
す

申
し
込
み　

作
品
の
裏
面
右
下
に

応
募
票
を
貼
り
、
直
接
ま
た
は
郵

送
で
次
の
場
所
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い

不
育
症
の
原
因

　

不
育
症
の
大
部
分
は
、
胎
児
の

偶
発
的
な
染
色
体
異
常
が
原
因
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
に

夫
婦
の
染
色
体
異
常
、
妻
側
の
血

液
の
凝
固
異
常
、
子
宮
の
形
態
や

内
分
泌
な
ど
の
異
常
が
原
因
に
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

治
療
に
よ
っ
て

出
産
で
き
る
人
が
い
ま
す

　

不
育
症
と
診
断
さ
れ
た
ら
、
検

査
を
行
い
ま
す
。
内
科
の
病
気
や

ホ
ル
モ
ン
分
泌
の
異
常
が
あ
れ
ば

そ
の
治
療
を
し
、
血
液
の
凝
固
異

常
が
あ
れ
ば
、
服
薬
ま
た
は
注
射

を
行
う
な
ど
、
適
切
な
治
療
を
す

る
こ
と
で
、
80
％
以
上
の
人
が
出

産
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
特
別
な
治
療
を
受
け
な

く
て
も
出
産
し
て
い
る
人
が
大
勢

い
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
妊
娠
で

き
る
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

持
管
理
な
ど

事
業
期
間　

22
年
間（
予
定
）

※
建
設
・
撤
去
期
間
を
含
み
ま
す

運
営
事
業
者
の
決
定
方
法　

公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式

申
し
込
み　

８
月
８
日（
木
）か
ら

14
日（
水
）ま
で
に
水
道
局
総
務
課

に
あ
る
参
加
表
明
届
出
書
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
直
接
ま
た
は

郵
送
で
水
道
局
総
務
課
へ

す
。
一
人
で
悩
ま
ず
に
、
誰
か
に

話
を
聞
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
い
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

こ
こ
ろ
の
講
演
会

　

悩
ん
で
い
る
人
に
気
付
き
、
声

を
掛
け
、
話
を
聞
い
て
必
要
な
支

援
に
つ
な
げ
、
見
守
る
こ
と
で
お

互
い
に
支
え
合
う
地
域
づ
く
り
を

進
め
る
た
め
に
、「
自
殺
予
防
、

い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
～
あ

な
た
も
今
日
か
ら
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ

ー
～
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会

を
開
催
し
ま
す
。

期
日　

９
月
１
日（
日
）

時
間　

午
後
１
時
～
４
時

会
場　

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

定
員　

７
０
０
人（
先
着
順
）

内
容　

●
第
１
部　

演
題　

人
と
の
つ
な
が
り　

こ
こ

ろ
の
元
気　

●
子
ど
も
が
市
内
の
小
・
中
学
校

に
在
学
の
場
合
は
、
学
校
へ

●
右
記
以
外
の
場
合
は
、
生
涯
学

習
課
へ

※
募
集
要
項
・
応
募
票
は
生
涯
学

習
課
、
図
書
館
、
公
民
館
に
あ
り

ま
す

宛
先　

〒
３
７
２
―
８
５
０
１　

（
住
所
不
要
）　

市
役
所
生
涯
学
習

課締
切
日　

９
月
６
日（
金
）必
着

ま
ず
は
産
婦
人
科
医
師
に

相
談
を

　

流
産
・
死
産
を
経
験
し
た
人
の

悲
し
み
は
大
き
く
、
不
眠
や
強
い

不
安
、
気
持
ち
の
落
ち
込
み
な
ど

に
つ
な
が
り
ま
す
。
夫
婦
だ
け
で

悩
ま
ず
、
ま
た
、
夫
婦
が
一
緒
に

次
の
妊
娠
を
目
指
せ
る
よ
う
、
主

治
医
の
産
婦
人
科
医
師
に
相
談
し

ま
し
ょ
う
。

　

不
育
症
専
門
の
相
談
セ
ン
タ
ー

も
あ
り
ま
す
の
で
、
利
用
し
て
く

だ
さ
い
。

【
不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
】

相
談
期
日　

毎
月
第
１
・
第
３
木

曜
日（
予
約
制
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

会
場　

不
妊
専
門
相
談
セ
ン
タ
ー

（
県
健
康
づ
く
り
財
団
内
、
前
橋

市
）

申
し
込
み　

午
前
９
時
か
ら
午
後

４
時
ま
で
に
電
話
で
不
妊
専
門
相

談
セ
ン
タ
ー（
☎
０
２
７
―
２
６

９
―
９
９
６
６
）へ

※
土
・
日
・
祝
日
は
除
き
ま
す

宛
先　

〒
３
７
２
―
０
８
１
２　

連
取
町
１
９
５
２　

水
道
局
総
務

課※
募
集
要
領
と
各
種
様
式
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

も
で
き
ま
す

現
地
見
学
会

期
日　

８
月
８
日（
木
）・９
日（
金
）

時
間　

午
後
２
時
開
始

申
し
込
み　

事
前
に
電
話
で
水
道

局
総
務
課
へ

講
師　

浅あ

さ

み見
隆た

か
や
す康

さ
ん（
県
こ
こ

ろ
の
健
康
セ
ン
タ
ー
所
長
）

●
第
２
部　

演
題　

自
殺
を
く
い
止
め
ろ
！

命
の
灯
台
・
東
尋
坊
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ

講
師　

茂し
げ

幸ゆ

き

お雄
さ
ん（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人「
心
に
響
く
文
集
・
編
集
局
」理

事
長
）

入
場
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
８
日（
木
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
健
康
づ
く
り

課
ま
た
は
各
保
健
セ
ン
タ
ー（
健

康
管
理
セ
ン
タ
ー（
☎

（23）
６
６
７

５
）、
赤
堀
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
２
２
１
０
）、
あ
ず
ま
保
健

セ
ン
タ
ー（
☎

（62）
９
９
１
８
）、
境

保
健
セ
ン
タ
ー（
☎ 

（74）
１
３
６
３
））

へ※
フ
ァ
ク
ス
で
も
申
し
込
め
ま
す
。

住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー（
FAX 

（21）
８
９
９
５
）へ

安
堀
涵か

ん
よ
う養

地
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
発
電
事
業

運
営
事
業
者
を
募
集
し
ま
す

茂幸雄さん

親子で協力して作った読書新聞

平成24年度の入賞作品

自
殺
予
防
、
い
ま
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
〜
あ
な
た
も
今
日
か
ら
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
〜

こ
こ
ろ
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
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事来出のちま

都市地方連携推進事業 農業体験
農業収穫体験などで子どもたちが交流

少年の主張伊勢崎市大会
たくさんの聴衆の前で 堂 と々メッセージを届けました

ホタルまつり
夏の夜空に飛び交うホタル

市民施設見学会
６施設を見学 市有施設への理解を深めました

　６月29日、30日の２日間、農業へ
の関心を高め、食べ物の大切さや仲間
と協力することの大切さを学ぶ農業体
験が行われました。本市の小学生30人
と友好親善都市の新潟県長岡市寺泊地
域の小学生16人が参加し、市内の農家
の畑での収穫体験やキャンプファイア
など、１泊２日の共同生活で交流を深
めました。
　２日目に訪れた上田町の畜産農家、
鹿
か ぬ ま

沼俊
と し ひ ろ

宏さん・のぞみさん夫妻の農場
では、牛や牛乳に関するクイズに挑戦
しました。その後、牛舎を見学した子
どもたちは、間近で見る大きな牛に興
味津々。乳絞りの模擬体験も行い、思
い出いっぱいの２日間となりました。

　６月29日、「少年の主張伊勢崎市大会」が開催されました。市内の各中学校お
よび中等教育学校の代表者12人が、赤堀芸術文化プラザで熱い思いを発表しま
した。学校や部活動などの日常生活の中で気付いたこと。家族や友人、先生など
人との関わり合いの中で感じたこと。命の大切さや周囲への感謝の気持ち、自分
と向き合うこと。素直な、飾らない言葉で一生懸命に語る中学生の姿に、訪れた
大勢の聴衆から温かい拍手が贈られました。

　６月上旬から７月上旬にかけてホタルが見頃を迎え、６月29日には境島村北公園で、
７月６日には境御

お ん た け や ま

嶽山自然の森公園で、それぞれホタルまつりが開催されました。会場
にはたくさんの人が訪れ、夏の夜に幻想的に光るホタルを楽しみました。
　境島村北公園の周辺地域では下水道の新設工事を行っており、工事業者がホタルまつ
りに合わせて下水道のＰＲイベントを企画。工事で埋設される予定の下水管に、子ども
たちが楽しそうに絵を描いていました。

　7月11日、「市民施設見学会」が行われました。強い日差しの中、参加者は市内の施設
をバスで回りました。午前中は清掃リサイクルセンター21、竜宮浄水場、第二学校給
食調理場を見学しました。第二学校給食調理場では、栄養士から本市の食育について説
明を受けた後、昼食に学校給食を試食しました。午後は、境島村の渡船に乗船し、田島
弥平旧宅を訪れ、最後に市役所庁舎を見学しました。参加した皆さんは、訪れた施設で
職員の説明に耳を傾け、多くの質問をしていました。

熱い思いを届けた12人

多くの聴衆が耳を傾けました

佐々木和
かずよし

好さん（田部井町二丁目、写真左）の畑ではトウモロコシの収
穫体験をしました

模型を使った乳搾りの模擬体験 牛舎の見学
ミニトマトの収穫体験（写真中央は
生産者の畑

はた

裕
ひ ろ き

樹さん（羽黒町））

境剛志小学校マーチングクラブの演奏・演技
（御嶽山ホタルまつり） 桑園から望む田島弥平旧宅下水管にお絵描き（境島村北公園ホタルまつり） 市議会議事堂の見学

ゲンジボタル 昼食は夏野菜カレー

真剣なまなざしで主張する発表者の皆さん

広報いせさき 2013年（平成25年）8月1日号9 8



　 情報掲示板
------------------------------------------------------------------------
●伊勢崎市役所	 ☎0270−24−5111
------------------------------------------------------------------------
●赤堀支所	 ☎0270−62−1151
------------------------------------------------------------------------
●あずま支所	 ☎0270−62−1311
------------------------------------------------------------------------
●境支所	 ☎0270−74−1111
------------------------------------------------------------------------
開庁時間　午前8時30分〜午後5時15分
■火災情報案内（24時間）	☎0180−99−2999
■救急テレホンサービス（24時間）	☎0270−23−1299

催
し

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

消
費
者
行
政
講
座

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
☎

（20）
７
３
０
０
）

期
日　

８
月
30
日（
金
）

時
間　

午
後
１
時
30
分
～
３
時

会
場　

市
役
所
本
館
５
階
職
員
研

修
室

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
人

定
員　

１
０
０
人（
先
着
順
）

演
題　

群
馬
県
に
お
け
る
気
象
変

化
と
そ
の
影
響
に
つ
い
て

講
師　

長
沼
成し

げ

み美
さ
ん（
前
橋
地

方
気
象
台
調
査
官
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ガ
イ
氏
即
興
人
形
劇
場
に
よ
る

児
童
劇

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

（
☎

（70）
２
４
１
５
）

期
日　

８
月
20
日（
火
）

時
間　

午
前
10
時
30
分
～
正
午

会
場　

境
児
童
館
ど
ん
ぐ
り

対
象　

小
学
生
以
下
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容　

身
近
に
あ
る
物
を
使
っ
て

手
で
演
じ
る
、
人
形
劇
を
観
劇
し

ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

豊
受
写
真
ク
ラ
ブ
展

　
　

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
８
）

期
間　

８
月
23
日（
金
）か
ら
25
日

（
日
）ま
で

時
間　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
25
日
は
午
後
４
時
ま
で

会
場　

ふ
く
し
プ
ラ
ザ

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ　

豊
受
写
真
ク
ラ
ブ

事
務
局（
☎

（32）
３
４
８
７
・
都
丸
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

さ
か
い
郷
土
芸
能

ふ
れ
あ
い
発
表
会

　
　

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

期
日　

９
月
８
日（
日
）

時
間　

正
午
～
午
後
４
時
45
分

会
場　

境
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

内
容　

獅
子
舞
、
祭
り
ば
や
し
、

八
木
節
、
民
謡
民
舞
、
和
太
鼓
な

ど
の
発
表

入
場
料　

無
料

※
入
場
に
は
整
理
券
が
必
要
で
す
。

整
理
券
は
８
月
８
日（
木
）か
ら
境

総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
・
境
剛
志
公

民
館
で
配
布
し
ま
す

問
い
合
わ
せ　

さ
か
い
郷
土
芸
能

保
存
会（
☎

（76）
２
５
９
０
・
大
橋
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夏
休
み
は
た
お
り
体
験

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

（
☎

（63）
０
０
３
０
）

期
日　

８
月
８
日（
木
）・９
日（
金
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
２
時
30

分

会
場　

赤
堀
歴
史
民
俗
資
料
館

対
象　

市
内
の
小
学
３
年
生
以
上

の
人

内
容　

コ
ー
ス
タ
ー
を
織
り
ま
す

参
加
料　

無
料

※
コ
ー
ス
タ
ー
の
送
料（
１
０
０

円
）が
必
要
で
す

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

お
知
ら
せ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

宝
く
じ
の
助
成
金
で

魅
力
あ
る
地
域
社
会
づ
く
り
を

　
　
　
　

行
政
課（
☎

（27）
２
７
０
２
）

　

市
町
村
振
興
宝
く
じ
を
財
源
と

す
る
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助

成
事
業
を
利
用
し
て
、
今
泉
町
一

丁
目
区
で
は
エ
ア
コ
ン
、
机
、
椅

子
、
テ
ン
ト
な
ど
会
議
所
の
備
品

を
整
備
し
ま
し
た
。
地
域
交
流
の

さ
ら
な
る
発
展
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

傍
聴
し
ま
し
ょ
う

教
育
委
員
会
定
例
会

教
育
委
員
会
総
務
課

（
☎

（27）
２
７
８
５
）

期
日　

８
月
22
日（
木
）

時
間　

午
前
10
時
開
始

会
場　

市
立
伊
勢
崎
高
校

定
員　

７
人（
先
着
順
）

申
し
込
み　

当
日
午
前
９
時
30
分

か
ら
９
時
50
分
ま
で
に
直
接
会
場

へ

情報掲示板

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

公
園
多
目
的
広
場（
グ
ラ
ウ
ン
ド
）

使
用
日
程
調
整
会
議

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公
園
管
理

事
務
所（
☎

（20）
３
３
３
３
）

　

10
月
か
ら
平
成
26
年
９
月
ま
で

の
公
園
の
多
目
的
広
場（
グ
ラ
ウ

ン
ド
）を
使
用
す
る
日
程
を
決
め

る
会
議
を
行
い
ま
す
。
宮
子
東
公

園
・
宮
子
西
公
園
・
西
部
中
央
公

園
・
広
瀬
公
園
・
ラ
ブ
リ
バ
ー
親

水
公
園
う
ぬ
き
・
茂
呂
中
央
公
園
・

宮
前
公
園
が
対
象
で
す
。
使
用
を

希
望
す
る
団
体
は
会
議
に
出
席
し

て
く
だ
さ
い
。

期
日　

８
月
20
日（
火
）

時
間　

午
後
６
時
30
分
開
始

会
場　

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公

園
管
理
事
務
所

対
象　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加

入
済
み
の
団
体

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
民
年
金
保
険
料
は

前
納
す
る
と
お
得
で
す

　
　

年
金
医
療
課（
☎

（27）
２
７
４
１
）

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
、
一
定

期
間
の
保
険
料
を
ま
と
め
て
納
め

る
こ
と
が
で
き
る
前
納
制
度
が
あ

り
ま
す
。６
カ
月
分
の
保
険
料（
９

万
２
４
０
円
）を
前
納
し
た
場
合

の
保
険
料
は
、
通
常
の
保
険
料
よ

り
現
金
で
前
納
す
る
と
７
３
０
円
、

口
座
振
替
で
前
納
す
る
と
１
０
3

０
円
の
割
引
に
な
り
ま
す
。
保
険

料
を
前
納
し
た
期
間
中
に
、
就
職

し
て
厚
生
年
金
に
加
入
す
る
な
ど

の
理
由
で
国
民
年
金
の
保
険
料
を

納
め
る
必
要
が
な
く
な
っ
た
場
合

は
、
重
複
す
る
期
間
の
保
険
料
は

還
付
さ
れ
ま
す
。

　

現
金
で
前
納
す
る
場
合
は
、
国

民
年
金
保
険
料
納
付
案
内
書
に
付

い
て
い
る
下
期（
10
月
か
ら
平
成

26
年
３
月
ま
で
の
６
カ
月
分
）の

納
付
書
で
10
月
31
日（
木
）ま
で
に

納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

口
座
振
替
で
前
納
す
る
場
合
は
、

預
貯
金
通
帳
、
預
貯
金
通
帳
の
届

出
印
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る

も
の（
年
金
手
帳
、
国
民
年
金
保

険
料
納
付
書
な
ど
）を
持
っ
て
、

８
月
30
日（
金
）ま
で
に
金
融
機
関

ま
た
は
年
金
事
務
所
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

年
金
医
療
課
・
各

支
所
住
民
福
祉
課
ま
た
は
前
橋
年

金
事
務
所（
☎
０
２
７
―
２
３
１

―
１
７
０
６
）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

国
民
健
康
保
険　
保
険
証
の
更
新

希
望
者
に
は
簡
易
書
留
で

送
付
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
課（
☎

（27）
２
７
３
８
）

　

国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
証

（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す
。
９
月

中
旬
以
降
に
普
通
郵
便
で
郵
送
し

ま
す
の
で
、
10
月
１
日（
火
）か
ら

は
新
し
い
保
険
証
を
使
用
し
て
く

だ
さ
い
。

　

希
望
者
に
は
簡
易
書
留
で
送
付

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
簡
易
書

留
は
郵
便
局
の
職
員
が
直
接
手
渡

し
で
配
達
す
る
た
め
、
確
実
に
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

保
険
証
の
受
け
取
り
が
な
い
場

合
は
、
郵
便
局
で
一
定
期
間
保
管

し
た
後
、
国
民
健
康
保
険
課
に
戻

さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
は
国
民
健
康

保
険
課
で
受
け
取
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

【
簡
易
書
留
の
申
し
込
み
】

　

簡
易
書
留
で
の
送
付
を
希
望
す

る
場
合
は
、
８
月
30
日（
金
）ま
で

に
国
民
健
康
保
険
課
ま
た
は
各
支

所
住
民
福
祉
課
に
申
し
込
み
を
し

て
く
だ
さ
い
。

※
申
し
込
み
に
は
、
現
在
使
用
し

て
い
る
保
険
証
が
必
要
で
す

問
い
合
わ
せ　

国
民
健
康
保
険
課
・

各
支
所
住
民
福
祉
課

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

戦
没
者
・
原
爆
死
没
者

慰
霊
の
黙
と
う
を

　
　

社
会
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
４
８
）

　

８
月
15
日（
木
）は「
戦
没
者
を

追
悼
し
平
和
を
祈
念
す
る
日
」で

す
。
戦
争
に
よ
り
亡
く
な
っ
た
人

々
の
冥
福
と
恒
久
平
和
を
願
い
、

正
午
を
合
図
に
１
分
間
の
黙
と
う

を
さ
さ
げ
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
広
島
市
に
原
爆
が
投
下

さ
れ
た
８
月
６
日（
火
）午
前
８
時

15
分
、
長
崎
市
に
原
爆
が
投
下
さ

れ
た
８
月
９
日（
金
）午
前
11
時
２

分
に
も
、
黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し

ょ
う
。

人権のまちづくり講演会
期日　９月14日（土）
時間　午後１時30分〜４時
会場　市民プラザ
定員　400人（先着順）
内容　講演会と人権啓発ビデ
　　　オの上映を行います

【講演会】
●演題　自分らしく生きる自

由がある
●講師　樋口恵子さん（東京

家政大学名誉教授）
●入場料　無料
　※入場整理券が必要です。入場整理券は８月

14日（水）から人権課・隣保館・各支所庶務
課・市民プラザで配布します

問い合わせ　人権課（☎27－2730）

真夏の雪の遊園地
　スノーマシンで園内に雪を降らせます。真夏の遊
園地できらめく氷の粒をお楽しみください。
期日　８月13日（火）から18日（日）まで
時間　午前11時、午後１時、３時（３回）
　※天候により変更になる場合があります

☎25−4478 http://www8.wind.ne.jp/kezouji/
華蔵寺公園遊園地

樋口恵子さん

広報いせさき 2013年（平成25年）8月1日号11 10



…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

県
民
体
育
大
会
選
手
選
考
会

秋
季
陸
上
記
録
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

９
月
１
日（
日
）

時
間　

午
前
８
時
30
分
開
会

会
場　

市
陸
上
競
技
場

対
象　

市
内
・
玉
村
町
に
在
住
ま

た
は
在
勤
・
在
学
の
人

種
目　

短
距
離
走
、
中
距
離
走
、

走
り
幅
跳
び
、
走
り
高
跳
び
、
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ
、
砲
丸
投
げ

種
別

●
小
学
４
・
５
・
６
年
生
の
男
子
・

女
子

●
中
学
生
男
子
・
女
子

●
一
般
男
子
・
女
子

※
高
校
生
を
含
み
ま
す

参
加
料　
６
０
０
円（
保
険
料
な
ど
）

※
小
・
中
学
生
＝
４
０
０
円

申
し
込
み　

８
月
21
日（
水
）ま
で

に
直
接
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

秋
季
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

９
月
15
日（
日
）・
22
日（
日
）

時
間　

午
前
９
時
開
会

会
場　

●
15
日
＝
あ
ず
ま
体
育
館

●
22
日
＝
第
二
市
民
体
育
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人
で
編
成

さ
れ
た
、
本
年
度
登
録
チ
ー
ム

参
加
料　

３
０
０
０
円

※
代
表
者
会
議
の
と
き
に
支
払
っ

て
く
だ
さ
い

【
代
表
者
会
議
】

　

参
加
チ
ー
ム
の
代
表
者
は
、
代

表
者
会
議
に
出
席
し
て
く
だ
さ
い
。

期
日　

９
月
４
日（
水
）

時
間　

午
後
７
時
30
分
開
始

会
場　

三
郷
公
民
館

申
し
込
み　

８
月
30
日（
金
）午
後

５
時
ま
で
に
メ
ー
ル
で
市
バ
ス

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会（
メールinfo@

isesaki-ba.net

）へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

９
月
10
日
か
ら
26
日
ま
で

の
火
・
木
曜
日（
全
６
回
）

時
間　

午
後
７
時
～
８
時
30
分

会
場　

メ
イ
プ
ル
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

伊
勢
崎（
波
志
江
町
）

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤

の
小
学
４
年
生
以
上
の
初
心
者

定
員　

25
人（
先
着
順
）

参
加
料　

８
０
０
０
円（
ボ
ー
ル
代
）

申
し
込
み　

８
月
12
日（
月
）か
ら

23
日（
金
）ま
で
に
参
加
料
を
添
え

て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

水
泳
教
室

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
間　

９
月
２
日（
月
）か
ら
７
日

（
土
）ま
で（
全
６
回
）

時
間　

午
前
９
時
～
10
時
30
分

会
場　

ス
イ
ミ
ン
グ
ア
カ
デ
ミ
ー

伊
勢
崎（
東
本
町
）

対
象　

市
内
に
在
住
の
50
歳
以
上

の
人

定
員　

30
人（
先
着
順
）

内
容　

水
中
歩
行
、
泳
ぎ
の
初
歩
、

ア
ク
ア
ビ
ク
ス
を
学
び
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
12
日（
月
）か
ら

23
日（
金
）ま
で
に
直
接
ス
ポ
ー
ツ

振
興
課
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

カ
ヌ
ー
教
室

境
運
動
施
設
管
理
事
務
所

（
☎

（74）
１
１
１
３
）

期
日　

９
月
７
日（
土
）・８
日（
日
）

（
全
２
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

会
場　

境
プ
ー
ル
・
広
瀬
川

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
中
学
生
以
上
の
人

定
員　

18
人（
先
着
順
）

内
容　

カ
ヌ
ー
の
基
本
を
学
び
、

川
下
り
を
行
い
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
９
日（
金
）か
ら

30
日（
金
）ま
で
に
直
接
境
運
動
施

設
管
理
事
務
所（
境
支
所
会
議
用

庁
舎
１
階
）へ

情報掲示板

市
し

国
こ く さ い

際交
こうりゅう

流協
きょうかい

会
日
に ほ ん

本語
ご

教
きょうしつ

室
国
こ く さ い か

際課（☎27−2731）
期
き じ つ

日　９月
が つ

８日
に ち

から11月
が つ

17日
に ち

までの日
に ち よ う び

曜日
（全

ぜ ん

10回
か い

）
　※10月

が つ

20日
に ち

は除
の ぞ

きます
時
じ か ん

間
●午

ご ぜ ん

前の部
ぶ

＝午
ご ぜ ん

前９時
じ

30分
ぷ ん

〜11時
じ

30分
ぷ ん

●午
ご ご

後の部
ぶ

＝午
ご ご

後１時
じ

30分
ぷ ん

〜３時
じ

30分
ぷ ん

会
かいじょう

場　絣
かすり

の郷
さ と

（市
し み ん

民交
こ う り ゅ う か ん

流館）
対
たいしょう

象　市
し な い

内に在
ざいじゅう

住または在
ざ い き ん

勤の外
が い こ く じ ん

国人住
じゅうみん

民
定
て い い ん

員　各
か く

50人
に ん

（先
せんちゃくじゅん

着順）
参
さ ん か り ょ う

加料　3,000円
え ん

（テキスト代
だ い

など）
申
も う

し込
こ

み　９月
が つ

８日
に ち

（日
にちようび

）に直
ちょくせつ

接会
かいじょう

場へ

講
座

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
講
習

　
　

境
東
公
民
館（
☎

（74）
０
４
５
３
）

期
日　

９
月
５
日（
木
）

時
間　

午
後
７
時
～
９
時

会
場　

境
東
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
で
普
通
自
動
車
免
許
を
持
っ

て
い
る
人

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

ガ
ソ
リ
ン
の
消
費
を
抑
え
、

地
球
に
や
さ
し
い
自
動
車
の
運
転

方
法
を
学
び
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
12
日（
月
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
境
東
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

家
庭
教
育
学
級

　
　

赤
堀
公
民
館（
☎

（62）
１
１
５
３
）

期
日　

９
月
13
日
・
27
日
・
10
月

11
日
・
25
日
・
11
月
８
日
・
22
日
・

12
月
６
日
の
金
曜
日（
全
７
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

赤
堀
公
民
館

対
象　

市
内
に
在
住
で
就
学
前
の

子
ど
も
が
い
る
母
親

※
託
児
が
で
き
ま
す

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

食
育
、
保
育
所
の
選
び
方
、

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
な
ど
を
学
び
ま
す

参
加
料　

無
料

※
内
容
に
よ
っ
て
実
費
が
掛
か
り

ま
す

申
し
込
み　

８
月
23
日（
金
）午
前

９
時
か
ら
直
接
ま
た
は
電
話
で
赤

堀
公
民
館
へ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

楽
し
い
チ
ア
＆
ダ
ン
ス
教
室

　
　

殖
蓮
公
民
館（
☎

（26）
４
５
６
０
）

期
日　

8
月
27
日
か
ら
9
月
24
日

ま
で
の
火
曜
日（
全
５
回
）

時
間　

①
午
後
４
時
～
５
時

②
午
後
５
時
～
６
時

会
場　

殖
蓮
公
民
館

対
象　

①
市
内
に
在
住
の
４
歳
か
ら
小
学

２
年
生
ま
で
の
子
ど
も

②
市
内
に
在
住
の
小
学
３
年
生
か

ら
中
学
生

定
員　

各
20
人（
先
着
順
）

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
９
日（
金
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
殖
蓮
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

子
ど
も
将
棋
教
室

　
　

三
郷
公
民
館（
☎

（23）
１
９
５
２
）

期
日　

９
月
21
日
か
ら
10
月
26
日

ま
で
の
土
曜
日（
全
６
回
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

三
郷
公
民
館

対
象　

小
・
中
学
生

定
員　

20
人（
先
着
順
）

内
容　

駒
の
並
べ
方
か
ら
対
局
ま

で
学
び
ま
す

参
加
料　

無
料

申
し
込
み　

８
月
９
日（
金
）か
ら

直
接
ま
た
は
電
話
で
三
郷
公
民
館

へ…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

セ
ル
フ
・
ネ
イ
ル
ア
ー
ト

　
　

生
涯
学
習
課（
☎

（27）
２
７
９
４
）

期
日　

９
月
８
日（
日
）・
14
日（
土
）・

29
日（
日
）・
10
月
６
日（
日
）

時
間　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

会
場　

伊
勢
崎
美
容
専
門
学
校（
三

光
町
）

定
員　

各
20
人（
先
着
順
）

内
容　

自
分
で
行
う
ネ
イ
ル
ア
ー

ト
を
学
び
ま
す

参
加
料　

５
０
０
円（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
）

申
し
込
み　

８
月
15
日（
木
）か
ら

９
月
30
日（
月
）ま
で
に
直
接
ま
た

は
電
話
で
伊
勢
崎
美
容
専
門
学
校

（
☎

（22）
５
８
８
８
）へ

ス
ポ
ー
ツ

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

夏
季
ラ
ジ
オ
体
操
会

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
☎

（27）
２
７
４
７
）

期
日　

８
月
18
日（
日
）

時
間　

午
前
６
時
集
合

会
場　

市
陸
上
競
技
場

※
雨
天
の
場
合
は
第
二
市
民
体
育

館対
象　

市
内
に
在
住
の
人

参
加
料　

無
料

※
全
員
に
参
加
賞
が
あ
り
ま
す

申
し
込
み　

当
日
直
接
会
場
へ

問
い
合
わ
せ　

市
体
育
協
会（
☎

（23）

４
３
１
６
）

認知症サポーター養成講座
地域包括支援センター（☎27−2745）

　認知症について正しく理解し、認知症の患者とその家
族への対応を学び、地域で見守り支え合う、認知症サポー
ターの養成講座です。各地区の公民館で９月・10月・
11月に開催します。
期日・会場
●９月３日（火）＝北公民館
●９月５日（木）＝南公民館
●９月９日（月）＝隣保館
●９月11日（水）＝三郷公民館
●９月17日（火）＝殖蓮公民館
　※10月・11月の日程は、後日本紙でお知らせします

＊　　　　　＊
いずれも
時間　午前10時～11時30分
対象　市内に在住または在勤・在学の人
申し込み　直接または電話で地域包括支援センターへ

●８月17日（土）　丸橋設備 ☎25－2412
●８月18日（日）　中央水道 ☎25－1592
●８月24日（土）　津久井設備 ☎62－3006

●８月25日（日）　吹上設備工業 ☎76－0406
●８月31日（土）　丸雄技研 ☎23－4645

竜宮浄水場（☎24−1760）または
下記の水道指定工事店へ連絡してく
ださい。

次の地域の連絡先は、以下のとおりです。
●境島村の利根川右岸地域（本庄市給水区域）
　＝本庄市水道課（☎0495－22－2151）
● 境平塚の利根川右岸地域（深谷市給水区域）
　＝深谷市水道工務課（☎048－574－6661）

休日の漏水などの連絡先
　市民の皆さんが気軽に音楽を楽しめる、ランチ
タイムコンサートを開催します。
　※座席を80席用意します。立ち見もできます
期日　８月20 日（火）
時間　午後０時15分〜０時45分
会場　市役所東館１階市民ホール
内容　ミュージカル
入場料　無料
問い合わせ　企画調整課（☎27－2707）

　クラシック音楽、ピアノ演奏、合唱などで
憩いのひとときを提供してくれる出演者を募
集します。
　※演奏にはグランドピアノが使用できます

出演者
募集♪

市民ホール ランチタイムコンサート

風が気持ちいい
川下り

開催予定日　●10月18日（金）
　　　　　　●11月20日（水）
　　　　　　●12月18日（水）
時間　午後０時15分〜０時45分
申し込み　８月15日（木）までに直接企画調整課へ
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筋力アップ教室
期日 ９月25日から10月30日までの水曜日
（全６回）

時間 午後１時30分〜３時30分
　※９月25日と10月30日は午後４時まで
会場 赤堀保健福祉センター
対象 市内に在住の40歳以上
　で運動制限のない人
定員 25人（先着順）
内容 運動機器の使用方法、自宅でできる筋力ト

レーニング、ウォーキングなど
申し込み・問い合わせ　８月８日（木）から直接

または電話で赤堀保健福祉センター（☎20－
2210）

相
談

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

巡
回
相
談

　
　

障
害
福
祉
課（
☎

（27）
２
７
５
３
）

期
日　

９
月
４
日（
水
）

時
間　

午
前
10
時
～
正
午

会
場　

市
役
所
東
館
５
階
第
２
・

第
３
会
議
室

内
容　

身
体
障
害
者
の
補
装
具
判

定
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

申
し
込
み　

８
月
26
日（
月
）ま
で

に
電
話
で
障
害
福
祉
課
へ

※
重
度
の
障
害
な
ど
の
理
由
に
よ

り
会
場
へ
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

人
は
、
相
談
し
て
く
だ
さ
い

募
集

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

ミ
ス
ひ
ま
わ
り
コ
ン
テ
ス
ト

出
場
者
を
募
集
中

　
　

文
化
観
光
課（
☎

（27）
２
７
５
９
）

　

本
市
の
Ｐ
Ｒ
に
協
力
し
て
く
れ

る
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

市
内
に
在
住
ま
た
は
在
勤
・

在
学
の
18
歳
以
上
の
未
婚
の
女
性

で
、
市
お
よ
び
各
種
団
体
が
行
う

行
事
に
協
力
で
き
る
人

※
高
校
生
は
除
き
ま
す

選
考
方
法　

８
月
24
日（
土
）ま
た

は
29
日（
木
）に
面
接
に
よ
る
審
査

お
よ
び
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

審
査
を
通
過
し
た
人
の
中
か
ら
、

９
月
７
日（
土
）の
ミ
ス
ひ
ま
わ
り

コ
ン
テ
ス
ト
で
、
公
開
審
査
に
よ

り
ミ
ス
ひ
ま
わ
り
３
人
を
決
定
し

ま
す

申
し
込
み　

応
募
用
紙
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
８
月
20
日（
火
）

ま
で
に
伊
勢
崎
商
工
会
議
所
青
年

部（
昭
和
町
、
☎

（24）
２
２
１
１
）へ

※
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
URL http://

w
w

w
.isesaki-yeg.jp/him

aw
ari/

）か
ら
も
申
し
込
み
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
伊
勢
崎
商
工
会
議

所
青
年
部
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い市

民
の
善
意

　
　
　
　

秘
書
課（
☎

（27）
２
７
０
０
）

　

次
の
皆
さ
ん
か
ら
、
寄
付
・
寄

贈
が
あ
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

♥
深
津
一
郎
さ
ん（
桐
生
市
）か
ら

い
せ
さ
き
市
民
の
も
り
公
園
へ
富

士
桜
の
苗
木
５
本

♥
佐
波
伊
勢
崎
農
業
協
同
組
合
か

ら
市
内
の
各
小
学
校
へ
図
書｢

ち

ゃ
ぐ
り
ん｣

１
２
０
冊
・
図
書
カ
ー

ド
24
万
円
分

♥
伊
勢
崎
測
量
設
計
業
協
同
組
合

か
ら
市
内
の
各
公
立
保
育
所
へ
タ

オ
ル
１
６
０
枚

♥
三
国
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト
リ
ン

グ
㈱
か
ら
伊
勢
崎
ハ
イ
ツ
へ
清
涼

飲
料
水
１
ケ
ー
ス

♥
境
中
三
三
会
か
ら
境
図
書
館
へ

朗
読
Ｃ
Ｄ
24
枚

♥
ア
グ
リ
・
フ
ー
ズ
㈱
か
ら
市
民

病
院
へ
リ
ク
ラ
イ
ニ
ン
グ
車
椅
子

２
台

♥
杉
原
み
ち
子
さ
ん（
曲
輪
町
）か

ら
市
内
の
各
中
学
校
・
中
等
教
育

学
校
へ
図
書｢

君
の
思
い
は
必
ず

実
現
す
る｣

20
冊

♥
光
＆
泉
ダ
ン
ス
愛
好
会
か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
５
万
円

♥
ユ
ー
サ
ウ
ン
ズ
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
１
万
円

♥
㈱
ラ
イ
フ
シ
ス
テ
ム
日
典
ラ
サ

伊
勢
崎
か
ら
福
祉
事
業
基
金
へ
10

万
円

♥
林
祐
二
さ
ん（
除
ケ
町
）か
ら
福

祉
事
業
基
金
へ
10
万
円

♥
伊
勢
崎
中
央
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
か
ら
あ
ず
ま
ウ
ォ
ー
タ
ー
ラ
ン

ド｢

チ
ャ
レ
ン
ジ
１
０
０｣

達
成
者

へ
の
記
念
品
と
し
て
タ
オ
ル
60
枚

♥
㈲
渡
邊
塗
料
か
ら
教
育
振
興
費

と
し
て
１
０
０
万
円

♥
伊
勢
崎
東
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

か
ら
市
内
の
各
小
・
中
学
校
へ
図

書
１
５
３
冊

♥
伊
勢
崎
ガ
ス
㈱
か
ら
福
祉
事
業

基
金
へ
50
万
円

♥
今
井
艶
子
さ
ん（
八
斗
島
町
）か

ら
三
味
線
２
さ
お

♥
上
蓮
町
17
組
か
ら
福
祉
事
業
基

金
へ
１
０
０
０
円

♥
吉
田
敏
男
さ
ん（
堀
口
町
）か
ら

赤
堀
児
童
館
へ
電
子
オ
ル
ガ
ン
１

台

広告内容については、広告主に問い合わせてください。有料広告のページ

◆第４回山口シネマ杯争奪戦（ナイター開催）
　8/8 • 9 • 10 • 11
◆川口オート場外発売
　8/8 • 9 • 10 • 11
◆浜松オート場外発売
　8/12 • 13 • 14 • 15 • 16

◆ジャパンビバレッジ杯ＧⅠ
　第20回ムーンライトチャンピオンカップ争奪戦（ナイター開催）
　8/17 • 18 • 19 • 20 • 21
◆浜松オート場外発売
　8/23 • 24 • 25 • 26 
◆飯塚オート場外発売（ナイター開催）
　8/23 • 24 • 25 • 26 

売上金は機械工業の振興・社会福祉の増進などに広く役立てられています

命をつなぐ最前線情報掲示板
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